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は
じ
め
に

　

六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
斎
行
さ
れ
る
「
大
祓
」
で
は
、
神
祇
官
の
役

人
が
参
列
し
た
親
王
・
諸
王
以
下
朝
廷
の
役
人
ら
に
対
し
、「
大
祓
詞
」（「
六

月
晦
日
大
祓
」）
を
宣
下
し
た
。
そ
の
「
大
祓
詞
」
に
は
、

如
此
出
波

、
天
津
宮
事
以
弖

、
大
中
臣
天
津
金
木
乎

本
打
切
、
末
打
断
弖

、

千
座
置
座
尓

置
足
波
之
弖

、
天
津
管
曽
乎

本
刈
断
、末
苅
切
弖

、
八
針
尓

取
辟
弖

、

天
津
祝
詞
乃

太
祝
詞
事
乎

宣（
１
）礼、

と
あ
る
が
、こ
こ
に
見
え
る「
天
津
祝
詞
乃

太
祝
詞
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」）

天
津
祝
詞
太
諄
辞
考

─
垂
加
神
道
に
於
け
る
「
祓
」
の
境
地
─

大
貫
大
樹

に
つ
い
て
解
釈
は
多
岐
に
亘
る
。河
野
省
三「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
考
」（『
國

學
院
大
學
紀
要
』
二
、
昭
和
十
五
年
）
は
中
・
近
世
の
「
大
祓
詞
」（「
中

臣
祓
」）
の
註
釈
書
を
網
羅
的
に
整
理
さ
れ
、「（
一
）
大
祓
詞
（
即
ち
中

臣
祓
詞
）
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
説
」・「（
二
）
上
文
の
天
津
金
木
と

い
ふ
所
か
ら
八
針
に
取
辟
き
て
ま
で
を
指
す
の
で
あ
る
と
い
ふ
一
部
分

説
」・「（
三
）
全
く
別
の
祝
詞
で
あ
つ
て
一
種
の
神
呪
で
あ
る
と
い
ふ
説
」

（
以
上
、
四
頁
）
に
分
類
さ
れ
た
。
国
学
者
の
間
だ
け
で
も
多
様
な
解
釈

が
展
開
し
て
い
た
事
は
、
入
倉
滉
太
「
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
に
お
け
る

祝
詞
認
識
の
相
違
─
神
の
言
葉
を
め
ぐ
る
祝
詞
研
究
史
─
」（『
國
學
院
雑

誌
』
一
二
三
─
九
、
令
和
四
年
）
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
入
倉
氏
に
よ
れ
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ば
真
淵
は
『
延
喜
式
祝
詞
解
』
に
於
い
て
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
を
「
大

祓
詞
」
と
は
別
に
神
代
紀
に
見
え
る
「
太
諄
辞
」
と
し
て
い
た
が
、『
祝

詞
考
』
の
段
階
に
な
る
と
彼
の
「
詔
賜
言
」
説
を
応
用
し
て
「
大
祓
詞
」

の
原
型
を
「
天
津
宣
事
」
と
す
る
解
釈
に
改
め
、
こ
れ
に
よ
り
原
型
（「
天

津
宣
事
」）
と
古
典
と
し
て
の
「
大
祓
詞
」
と
を
峻
別
し
て
い
た
と
い
う
。

対
し
て
、
宣
長
は
飽
く
迄
も
「
太
祝
詞
」
と
は
「
美
麗
」
を
表
現
し
た
も

の
、
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
真
淵
・
宣
長
以
後
も
国
学
者
の
間

で
は
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
に
つ
い
て
注
視
さ
れ
、
講
究
が
深
め
ら
れ
て

い
く
の
で
あ
っ
た
（
五
九
～
六
〇
頁
）。

　

と
ま
れ
、
先
人
た
ち
が
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
に
何
ら
か
の
意
義
を
見

出
し
て
い
た
事
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
垂
加
神
道
の
学
祖
山
崎
闇
斎
も
こ

こ
に
深
刻
な
る
神
学
的
意
義
を
見
出
し
た
る
一
人
で
あ
っ
た
。闇
斎
が「
中

臣
祓
」
を
註
釈
し
た
『
風
水
草
』（
近
藤
啓
吾
校
註
『
神
道
大
系　

垂
加

神
道
（
上
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
九
年
所
収
、
以
下
本
書
よ

り
引
用
、［　

］
は
割
注
）
の
「
天ア
マ
ツ
ノ
ツ
ト
ノ
フ
ト
ノ
リ

津
祝
詞
太
諄
言ゴ
ト
ヲ

以モ
ツ
テ
ノ
レ

宣
」
項
に
は
左
の

註
が
附
さ
れ
て
い
る
。

嘉
聞
レ

之
。
天
津
祝
詞
太
諄
辞
者
、
心
口
誠
之
言
。
誠
云
二

麻
古
騰
一

、

天
津
祝
詞
太
諄
辞
之
略
語
也
。［
此
大
中
臣
氏
之
口
伝
也
］
天
津
祝

詞
者
、
未
レ

言
之
詞
。
太
諄
辞
者
、
已
言
之
詞
。［
此
卜
部
氏
之
口
伝

也
］
按
祝
詞
者
、
当
二

其
時
一

、
由
二

其
事
一

宣
申
也
。
非
レ

有
二

一
定
之

詞
一
矣
。
延
喜
式
所
謂
天
津
祝
詞
太
諄
辞
、
皆
宣
二

其
時
事
一
者
也
。�

�

（
一
二
七
頁
）

河
野
氏
は
闇
斎
に
よ
る
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
解
釈
に
つ
い
て
第
三
説

「
全
く
別
の
祝
詞
で
あ
つ
て
一
種
の
神
呪
で
あ
る
と
い
ふ
説
」
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
風
水
草
』
と
『
垂
加
中
訓
』

と
を
比
較
さ
れ
た
谷
省
吾
「『
垂
加
中
訓
』
と
『
風
水
草
』
と
の
間
」（『
垂

加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
所
収
）
が
、
両
書

か
ら
看
取
さ
れ
る
闇
斎
の
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
解
釈
を
「
ま
こ
と
を

込
め
て
述
べ
る
の
り
と
の
意
味
で
、
一
定
の
こ
と
ば
と
し
て
有
る
の
で
は

な
い
、
別
に
呪
文
と
し
て
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
中
臣
祓
を
い
ふ
の
で
も

な
い
」（
一
㆓
四
頁
）
と
さ
れ
た
通
り
で
あ
ろ
う（
２
）。

尤
も
谷
氏
の
研
究
は

闇
斎
が
神
道
の
深
き
思
索
の
末
、『
垂
加
中
訓
』
か
ら
『
風
水
草
』
へ
と

如
何
に
展
開
し
た
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
垂
加
神
道
に
於
け
る

「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
解
釈
を
専
論
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

本
稿
で
は
谷
氏
が
示
さ
れ
た
闇
斎
の
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
基
本
的

解
釈
を
踏
ま
え
、「
天
津
祝
詞
」
を
「
未
言
」
と
し
、「
太
諄
辞
」
を
「
已

言
」
と
す
る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
所
以
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
「
天

津
祝
詞
太
諄
辞
」
が
、
垂
加
神
道
に
於
け
る
「
祓
」
の
末
に
至
る
境
地
を

端
的
に
表
す
も
の
で
あ
っ
た
事
が
分
か
り
、
第
二
に
崎
門
学
で
重
ん
じ
ら

れ
て
き
た
、
君
に
対
す
る
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
で
あ
る
「
繾
綣
惻
怛
」
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の
精
神（

３
）が

、
垂
加
神
道
の
神
学
へ
注
入
さ
れ
て
い
た
一
つ
の
好
例
を
提
示

す
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
垂
加
神
道
の
神
学
的
研

究
を
補
充
し
た
い
。
抑
々
、
闇
斎
は
伊
勢
の
神
学
を
基
盤
と
し
な
が
ら
吉

田
の
神
学
を
も
統
合
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
諸
伝
に
込
め
ら
れ
た
奥
意
を
明
ら

か
に
す
る
事
を
通
じ
、
新
た
な
解
釈
を
示
し
て
い
た（
４
）。
本
稿
の
作
業
は
そ

の
実
際
を
も
示
す
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
些
か
で
は
あ
る
が
近

世
に
於
け
る
祝
詞
研
究
史
に
も
資
す
る
事
が
出
来
れ
ば
と
考
え
る
。

一
、『
風
水
草
』
に
見
る
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」

　
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
を
し
て
「
誠
」
と
す
る
闇
斎
は
「
当
二

其
時
一

、

由
二

其
事
一

宣
申
也
。
非
レ

有
二

一
定
之
詞
一

矣
。
延
喜
式
所
謂
天
津
祝
詞
太

諄
辞
、
皆
宣
二

其
時
事
一

者
也
」
と
し
て
お
り
「
祝
詞
」
も
時
事
に
応
じ
た

「
誠
」
を
祈
る
も
の
、
と
説
く
。
故
に
『
風
水
草
』
で
は
「
太
諄
辞
、
蓋

今
世
中
臣
氏
之
祓
詞
、
是
也
」（『
日
本
書
紀
纂
疏
』）・「
太
祝
詞
ハ
咒
文

也
…
咒
ノ
字
ノ
傍
ラ
ニ
示
篇
ヲ
副
タ
ル
」・「
天
津
祝
詞
ハ
咒
文
、
太
祝
詞

ハ
大
咒
也
」（『
卜
部
抄
』）・「
謂
二

天
津
寿
詞
・
天
津
宮
事
一

者
、
皆
天
上

神
咒
也
」（『
類
聚
神
祇
本
源
』）
と
い
っ
た
説
に
つ
い
て
「
嘉
謂
、
此
説

非
也
」・「
嘉
謂
、
此
説
不
可
也
」・「
偈
云
咒
云
、
染
紙
之
所
レ

云
也
」
と

悉
く
否
定
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
闇
斎
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
九
月
十
五
日
に
度
会
延

佳
を
介
し
て
伊
勢
大
宮
司
大
中
臣
精
長
よ
り
「
中
臣
祓
」
の
伝
授
を
授
か

り
、
同
十
一
（
一
六
七
一
）
年
十
月
十
一
日
に
吉
川
惟
足
よ
り
「
垂
加
霊

社
」
の
霊
社
号
を
受
け
た
頃
、
伊
勢
神
道
の
秘
伝
を
元
に
「
中
臣
祓
」
の

註
釈
を
試
み
つ
つ
、
全
て
で
は
な
い
が
、
適
宜
吉
田
神
道
の
解
釈
も
欄
外

に
記
し
た
『
垂
加
中
訓
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
正
親
町
家
本
）

を
著
し
て
い
る（
５
）。
同
書
で
は
「
天
津
祝
詞
乃

太
諄
辞
以
宣
」
に
対
し
て
、

「
■伊
勢

■ノ
説
に

祝
詞
者ト
ハ

、
元モ
ト
ヨ
リ来

依
テ
二

其
ノ

時
其
ノ

事
ニ
一

所ロ
ナ
リ
レ

為ス
ル

二

述
作
ス
ル
一

也
」
と

し
て
お
り
、
闇
斎
の
「
祝
詞
」
に
対
す
る
基
本
的
解
釈
が
伊
勢
に
由
来
し

て
い
る
事
が
分
か
る
。
加
え
て
「
猶
伝
授
之
口
訣
ア
リ
」
と
追
記
さ
れ
て

い
る
が
、
冒
頭
の
欄
外
に
は
「
ア
マ
の
マ
と
ノ
ト
コ
ト
の
コ
ト
を
あ
は
せ

て
マ
コ
ト
と
云
ふ
、
以
レ

誠
ヲ

の
れ
と
云
事
也
、
是
秘
伝
也
」
と
の
追
記
も

あ
る
。
蓋
し
「
口
訣
」
と
は
、
こ
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
口
訣
」

は
『
風
水
草
』
に
於
い
て
「
大
中
臣
氏
之
口
伝
」（「
心
口
誠
之
言
。
誠
云
二

麻
古
騰
一

。
天
津
祝
詞
太
諄
辞
之
略
語
也
」）
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
『
垂
加
中
訓
』
で
は
、
欄
外
の
追
記
と
し
て
「
卜
部
家
ノ
秘
説

ニ
云
、
天
津
祝
ハ
未
言
之
言
、
即
守
二

渾
沌
之
初
一

者
也
、
太
祝
ハ
已
言
之

言
、
即
事
之
言
也
」
と
あ
る
。
こ
の
「
秘
説
」
も
後
に
『
風
水
草
』
で
は

「
卜
部
氏
之
口
伝
」（「
天
津
祝
詞
者
、
未
レ

言
之
詞
。
太
諄
辞
者
、
已
言

之
詞
」）
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
な
お
『
吉
川
神
道
秘
訣
書
』（
國
學
院
大
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學
図
書
館
河
野
省
三
記
念
文
庫
所
蔵
）
の
「
三
箇
大
事
口
授
」
に
は
、

天
津
祝
詞
ト
ハ
性
ニ
帰
テ
虚
霊
ノ
処
ナ
リ
、太
祝
詞
ト
ハ
性
ヨ
リ
情
ニ

移
テ
所
願
ヲ
神
ニ
申
ス
詞
也
、　

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
天
津
祝
詞
ト
ハ
性
」・「
太
祝
詞
ト
ハ
性
ヨ
リ

情
ニ

移
テ
所
願
」
と
は
、
惟
足
に
特
徴
的
な
「
未
生
已
生
」
の
説
に
基
づ

く
も
の
で（
６
）、『
神
代
巻
惟
足
抄
』
に
「
未
生
ノ
伊
弉
已
生
ノ
伊
弉
也
、
未
生

已
生
ハ
儒
ニ
云
、
未
発
已
発
ノ
コ
ト
シ（
７
）」

と
あ
る
如
く
、
朱
子
学
に
於
け

る
「
未
発
」・「
已
発
」
の
哲
理
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。『
中
庸
章
句
』

首
章
の
「
喜
怒
哀
楽
之
未ル
レ

発
ラ

謂
二

之
ヲ

中
ト
一

。
発
テ

而
皆
。
中
ル
レ

節
ニ

謂
二

之
ヲ

和
ト
一

。
中
也
者
。
天
下
之
大
本
也
。
和
也
者
。
天
下
之
達
道
也
」
に

対
し
て
朱
子
は
、

喜
怒
哀
楽
⃝ハ

情
也
。
其
ノ

未
ル
ハ
レ

発
フ

則
性
也
。
無
レ

所
二

偏
倚
ス
ル
一

故
ニ

謂
二

之
ヲ

中
ト
一

。発
テ

皆
。
中
ル
ハ
レ

節
ニ

。情
之
正
也
。無
シ
レ

所
二

乖
戻
ス
ル
一

。

故
ニ

謂
フ
二

之
ヲ

和
ト
一

。
大
本
者
。
天
命
之
性
。
天
下
之
理
皆
由
テ
レ

此
ニ

出
道
之
体
也（
８
）。

と
し
た
。
天
か
ら
受
け
る
「
性
」（「
理
」）
が
「
喜
怒
哀
楽
」（「
情
」）
と

し
て
発
せ
ざ
る
状
態
（「
未
発
」）
は
偏
倚
の
無
い
も
の
で
、
こ
れ
は
「
中
」

で
あ
る
。「
情
」
が
発
露
し
（「
已
発
」）、
そ
の
様
が
「
中
」（「
性
」・「
理
」）

の
如
く
偏
倚
し
て
い
な
い
中
正
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
和
」
で
あ

る
。

　

惟
足
に
よ
れ
ば
「
天
津
祝
詞
」
と
は
我
に
内
在
す
る
「
未
発
」
の
「
性
」

の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
が
祈
願
に
際
し
「
情
」
と
し
て
「
已
発
」
す
る

の
が
「
太
祝
詞
」
で
あ
る
。
惟
足
に
よ
っ
て
理
学
化
さ
れ
た
か
く
の
如
き

「
卜
部
氏
之
口
伝
」
を
闇
斎
は
承
け
、
こ
れ
を
採
用
し
た
。
以
上
を
通
覧

す
れ
ば
谷
氏
が
「
闇
斎
は
、
伊
勢
の
伝
を
ふ
ま
へ
て
、『
垂
加
中
訓
』
の

本
文
を
ま
と
め
た
の
ち
、
卜
部
の
説
を
聞
い
て
理
解
を
深
め
、
綜
合
し
た

結
論
を『
風
水
草
』に
示
し
た
」（
一
二
四
頁
）と
さ
れ
た
通
り
で
あ
ろ
う
。

　

注
意
し
た
い
の
は
「
天
津
」
の
解
釈
で
あ
る
。『
風
水
草
』「
天
津
宮
事
」

項
（
一
一
〇
頁
）
で
は
「
天
上
之
故
事
也
」
と
し
、「
一
説
。
事
・
言
、

訓
通
。
天
神
之
敕
言
也
」
ま
た
「
一
説
。
誠
之
神
事
、
謂
二

之
天
津
宮
事
一

」

と
あ
る
。
前
者
は
竜
煕
近
の
『
中
臣
祓
加
直
鈔
』（
東
北
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
）
に
於
い
て
「
旧
鈔
ニ

云
事
ト

言
ト

訓
同
シ

謂
ク

天
神
ノ

之
勅
言
也
」
と

す
る
説
に
由
来
す
る
も
の
で
、度
会
延
佳
を
介
し
て
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

後
者
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
『
垂
加
中
訓
』
に
於
い
て
、
神
前
で
奏
上

す
る
「
祝
詞
」
と
は
、
畢
竟
「
以
レ

誠
ヲ

の
れ
と
云
事
也
」
と
す
る
伊
勢
の

説
や
、
惟
足
の
『
中
臣
祓
聞
書
』
に
も
「
敬
の
誠
が
天
地
を
も
動
か
す
ぞ
。

故
に
祓
は
敬
み
を
本
と
す
る
ぞ（
９
）」
と
あ
る
か
ら
、
伊
勢
・
吉
田
の
両
説
に

基
づ
く
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
見
え
る
「
天
神
之
敕
言
」
の
「
天
神
」
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
「
天

神
国
常
立
尊（

（1
（

」
と
し
て
お
り
『
風
水
草
』
で
は
「
嘉
謂
。
国
常
立
尊
・
天
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御
中
主
尊
、
同
体
異
名
也
」（
五
頁
）
と
あ
る
。
闇
斎
が
依
拠
す
る
慈
遍

の
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
に
よ
れ
ば
天
御
中
主
尊
と
は
「
君
臣
之
両
祖
」

と
さ
れ
る
。
伊
勢
神
道
で
は
、
天
御
中
主
尊
よ
り
万
神
・
万
人
・
万
物
は

生
命
の
根
源
た
る
「
心
神
」
を
賜
る
と
さ
れ
た
。
故
に
「
君
臣
之
両
祖
」

な
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
神
学
が
吉
田
神
道
、
延
い
て
は
闇
斎
に
も
引
き

継
が
れ
た（

（1
（

。『
吉
川
神
道
秘
訣
書
』
に
於
い
て
「
天
津
祝
詞
」
を
偏
倚
の

無
い
「
性
」
と
し
、
そ
の
「
卜
部
家
ノ
秘
説
」
を
書
き
留
め
た
『
垂
加
中

訓
』
で
は
「
天
津
祝
詞
」
を
「
守
二

渾
沌
之
初
一

者
也
」
と
す
る
の
も
、
天

御
中
主
尊
か
ら
賜
っ
た
穢
れ
な
き
魂
の
状
態
を
謂
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
闇
斎
は
「
心
神
」
を
し
て
「
嘉
聞
レ

之
。
中
者
、
天
御
中
主
尊

之
中
、此
為
二

君
臣
之
徳
一

」（
五
頁
）と
し
て
お
り
、我
が
国
に
於
け
る「
中
」

を
天
御
中
主
尊
の
「
中
」
と
し
、
そ
こ
に
「
君
臣
之
徳
」
が
内
包
し
て
い

る
、
と
説
く
。『
風
水
草
』
で
は
そ
の
「
中
」
を
「
君
」
と
し
た
。
君
は

常
に
御
自
ら
の
「
中
」
を
発
揮
せ
ら
れ
る
が
故
に
「
中
」
と
は
「
君
」
な

の
で
あ
る
。
天
皇
は
「
中
」
を
発
揮
せ
ら
れ
、
天
下
を
平
穏
無
事
に
統
治

せ
ら
れ
る
事
が
、
御
加
護
を
賜
る
皇
天
二
祖
（
天
照
大
神
・
高
皇
産
霊
尊

＝
「
天
御
蔭
・
日
御
蔭
」）
に
対
す
る
報
恩
と
な
る
。
一
方
、
臣
下
も
二

祖
と
天
皇
か
ら
の
御
加
護
に
報
恩
す
べ
く
、
天
皇
の
御
責
務
を
理
解
・
体

得
し
、
そ
の
御
使
命
を
国
中
に
推
し
弘
め
、
よ
く
君
（「
中
」）
を
護
り
、

御
支
え
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
き
君
臣
関
係
を
闇
斎
は
「
君
臣
合

体
守
中
之
道
」（『
風
水
草
』
五
頁
）
と
説
く
。
こ
の
状
態
は
天
下
が
皇
天

二
祖
の
御
心
に
掩
わ
れ
て
い
る
事
を
意
味
し
て
お
り
、
か
よ
う
な
理
想
的

世
界
を
闇
斎
は
「
神
道
」
を
表
す
も
の
、
と
す
る
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
『
風
水
草
』
で
は
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
を
し
て
、
何
ら
か

の
祝
詞
や
呪
文
と
す
る
説
を
悉
く
否
定
し
て
い
た
が
、そ
の
う
ち「
嘉
謂
、

此
説
可
也
」
と
し
た
も
の
が
『
卜
部
抄
』
に
記
さ
れ
た
左
の
一
節
で
あ
る
。

一
念
不
生
ノ

処
、
即
天
津
祝
詞
太
祝
詞
也
。
或
乱
妄
念
ニ
テ
神
ニ
祈

レ
バ
神
モ
キ
ラ
ヒ
玉
ヘ
リ
。
無
心
ニ
シ
テ
神
ニ
向
ヘ
バ
、
吾
ト
神
ト

同
ジ
キ
程
ニ
、
所
願
成
就
ス
ル
也
。
譬
バ
地
ノ
無
心
ナ
ル
処
ヘ
天
ヨ

リ
雨
露
ヲ
下
セ
バ
万
物
出
生
ス
ル
ガ
如
シ
。
地
ノ
方
ヨ
リ
雨
露
ヲ
求

ル
心
ハ
無
キ
也
。�

（
一
二
八
頁
）

『
中
庸
章
句
』
第
二
〇
章
「
誠
者
。
天
之
道
也
。
誠
ニ
ス
ル
レ

之
ヲ

者
。
人
之
道

也
。
誠
者
。
不
シ
テ
レ

勉
メ

而
中
リ

。
不
シ
テ
レ

思
ハ

而
得
。
従
容
ト
シ
テ

。
中
レ
ハ
レ

道

聖
人
也
。
誠
ニ
ス
ル
レ

之
ヲ

者
。
撰
テ
レ

善
ヲ

而
固
ク

執
ル
レ

之
ヲ

者
也
」
に
対
し
、
朱

子
は
「
誠
者
。
真
実
無
妄
之
謂
ヒ

。
天
理
之
本
然
也
」
と
す
る
。
こ
こ
に

見
え
る
「
真
実
無
妄
」
と
は
他
念
の
無
い
事
を
意
味
し
て
お
り（

（1
（

、
こ
れ
が

「
誠
」
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
無
心
ニ
シ
テ
神
ニ
向
」
か
う
姿
と
言
え
よ
う
。

一
心
不
乱
に
「
神
」
へ
祈
れ
ば
、「
吾
」
と
「
神
」
と
を
隔
て
る
事
は
な

く
な
り
「
神
」
も
願
い
を
聞
き
入
れ
ら
れ
る
。
そ
の
様
は
「
天
」
が
万
物

の
為
に
恵
の
雨
を
降
ら
せ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
雨
を
「
地
」
に
あ
る
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も
の
が
求
め
る
の
は
「
或
乱
妄
念
」（
他
念
）
で
あ
る
。「
地
」
に
あ
る
も

の
は
、「
無
心
」
に
「
神
」
へ
祈
り
を
捧
げ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
姿
は

闇
斎
が
終
生
重
ん
じ
、
霊
社
号
の
由
来
と
も
な
っ
た
「
神
垂
祈
祷
冥
加
正

直
」
そ
の
も
の
に
他
な
る
ま
い
。「
誠
」
を
尽
く
し
て
他
念
無
く
祈
り
を

捧
げ
る
「
無
心
」
と
は
、「
未
発
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
我
に
内
在
す
る
「
神
」

（「
中
」）
の
「
敕
言
」
を
感
得
し
、
そ
の
「
敕
言
」
の
ま
ま
に
行
動
（「
已

発
」）
出
来
れ
ば
、「
吾
ト
神
ト
同
ジ
キ
」
境
地
（「
和
」）
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に「
天
津
祝
詞
」と
は
、身
に
宿
る「
心
神
」・「
中
」（「
天

神
」）
か
ら
の
「
勅
言
」
で
あ
り
、
冥
慮（

（1
（

と
分
か
る
。
我
が
「
心
神
」（「
中
」）

か
ら
の
冥
慮
（「
天
神
之
敕
言
」）
で
あ
る
「
天
津
祝
詞
」
と
は
、「
口
」

に
発
せ
ざ
る
以
前
（「
未
発
」
＝
「
未
言
」）
か
ら
偏
倚
の
な
い
「
誠
」
で

あ
り
、
そ
の
冥
慮
の
ま
ま
に
何
ら
か
の
言
葉
が
我
が
「
身
」
で
あ
る
「
口
」

か
ら（

（1
（

発
せ
ら
れ
れ
ば
（「
已
発
」
＝
「
已
言
」）、
そ
の
言
葉
（「
太
諄
辞
」）

も
ま
た
「
誠
」
で
あ
り
、「
心
口
」
相
通
ず
る
。
ま
さ
し
く
「
天
津
祝
詞

太
諄
辞
」
と
は
「
心
口
誠
之
言
」
の
「
略
語
」
な
の
で
あ
っ
た
。
闇
斎
の

説
く
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
と
は
谷
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
具
体
的
に

何
ら
か
の
言
辞
が
あ
る
わ
け
で
も
無
け
れ
ば
「
別
に
呪
文
と
し
て
あ
る
わ

け
で
も
な
く
、
中
臣
祓
を
い
ふ
の
で
も
な
い
」。「
心
神
」
の
冥
慮
に
よ
っ

て
発
せ
ら
れ
た
「
誠
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」）
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
誠
」

を
祈
る
も
の
が
「
祝
詞
」
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
祝
詞
」
が
発
せ
ら

れ
る
神
事
こ
そ
「
誠
之
神
事
」
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

か
く
の
如
き
「
祝
詞
」
の
一
例
に
つ
い
て
も
闇
斎
は
『
風
水
草
』
で
示

し
て
い
る
。「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
項
の
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
『
類
聚
神

祇
本
源
』
で
は
、

復
次
天
祝
大
祝
詞
、
是
又
有
二

多
説
一

。
此
故
聖
徳
太
子
奉
レ

詔
撰
定
。

伊
弉
諾
尊
小
戸
橘
之
檍
原
解
除
、天
児
屋
命
解
二

素
戔
嗚
悪
事
一

神
咒
、

皇
御
孫
尊
降
臨
雲
駅
咒
文
、
倭
姫
皇
女
下シ
タ

樋ヒ

小
河
大
祓
、
彼
此
明
明

也
。
其
以
可
レ

尋
歟
。［
嘉
謂
、
此
皆
其
時
事
之
祝
詞
耳
］（
一
二
九
頁
）

と
あ
る
如
く
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
淵
源
に
つ
い
て
、
神
々
の
伝
承
（
言

行
）
を
諸
説
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
闇
斎
は
こ
れ
ら
全
て
を
時
事
に
応

じ
た
「
祝
詞
」
と
説
い
た
。
つ
ま
り
「
誠
」
が
何
ら
か
の
言
行
と
し
て
発

露
し
た
も
の
が
「
祝
詞
」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
囲
は
広
い
。
闇
斎
は

『
倭
鑑
』
の
編
纂
を
志
す
と
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
舎
人
親
王
を
奉

斎
す
る
藤
森
社
の
神
前
に
額
づ
き
、
左
の
詩
を
賦
し
た
。

親
王
ノ

強
識
出
タ
リ
二

群
倫
ヲ
一

、
端
拝
廟
前
感
慨
頻
ナ
リ

、
渺
遠
ト
シ
テ

難
シ
レ

知
リ

神
代
ノ

巻
、
心
誠
ニ

求
メ

去
ラ
バ

豈
無
ラ
ン
ヤ
レ

因（
（1
（

シ

。

こ
の
時
、「
誠
」
を
求
め
る
闇
斎
は
至
誠
を
尽
く
し
て
祈
り
、
舎
人
親
王

へ
教
え
を
乞
う
た
。
そ
の
「
感
慨
」
を
述
べ
た
こ
の
詩
も
ま
た
、
闇
斎
の

理
解
に
即
せ
ば
「
祝
詞
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

伊
勢
神
道
を
基
盤
と
し
つ
つ
吉
田
神
道
を
統
合
し
た
闇
斎
が
説
く
「
天
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津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
誠
」）
と
は
、
畢
竟
「
中
」（「
心
神
」）
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
る
。
で
は
、
抑
々
「
中
」
と
は
如
何
な

る
性
質
を
も
つ
も
の
で
、
そ
の
「
中
」
を
発
揮
し
た
「
誠
」（「
天
津
祝
詞

太
諄
辞
」）
の
状
態
と
は
具
体
的
に
如
何
な
る
境
地
を
意
味
し
て
い
る
の

か
。
次
節
以
降
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

二
、「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
と
「
未
発
之
愛
」

　

闇
斎
は
『
垂
加
中
訓
』
執
筆
と
同
時
期
に
『
中
和
集
説
』
と
『
性
論
明

備
録
』
と
を
著
わ
し
た
。
前
者
は
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
夏
至
、
後

者
は
同
年
六
月
七
日
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
お
り
、
何
れ
も
「
仁
」
の
生
ず

る
と
こ
ろ
に
対
し
、
思
索
を
深
め
た
書
物
で
あ
っ
て
、
朱
子
学
に
於
け
る

「
心
」
の
問
題
を
講
究
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
両
書
は
神
道
研
究
の
成
果
、

殊
に
当
時
の
闇
斎
が
自
覚
し
て
い
た
「
中
」（「
心
神
」）
に
つ
い
て
朱
子

の
説
か
ら
確
認
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
う
ち
『
中
和
集
説
』
と
は
、
朱
子
の
編
纂
し
た
『
中
和
旧
説
』
が

伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
事
か
ら
、
闇
斎
が
『
朱
子
文
集
』
や
『
朱
子
語
類
』

か
ら
「
性
」・「
情
」・「
未
発
」・「
已
発
」
な
ど
を
め
ぐ
る
朱
子
の
言
葉
を

抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
序
文
の
一
部
を
徴
す
る
に
、

夫
レ

天
命
之
性
ハ

合
セ
テ
二

体
用
動
静
ヲ
一

而
言
ヘ
リ

、
未
発
之
中
ハ

其
ノ

体
之

静
ナ
ル

也
、
中
ル

レ

節
ニ

之
和
ハ

其
ノ

用
之
動
ケ
ル

也
…
特
ニ

著
シ

二

（
筆
者
註
─

中
庸
）首
章
ノ

説
ヲ

一

、以
二

克
己
復
礼
ヲ

一

論
セ
リ

二

修
ム
ル

レ

道
ヲ

之
教
ヲ

一

於
テ

レ

是
ニ

乎
、竊
ニ

有
リ

レ

感
焉
、夫
レ

天
命
之
性
ハ

具
ル

二

于
人
心
ニ

一

故
ニ

存
シ

レ

心
ヲ

養
フ
ハ

レ

性
ヲ

所
ニ
シ
テ

二

以
事
フ
ル

一
レ

天
ニ

而
存
養
之
要
無
シ
レ

他
敬
而
已
矣（

（1
（

、

朱
子
は
『
中
庸
章
句
』・『
中
庸
輯
略
』・『
中
庸
或
問
』、
そ
し
て
「
中
庸

首
章
説
」
を
著
わ
し
た
。「
天
命
之
性
」
の
宿
る
と
こ
ろ
は
「
人
心
」
で

あ
る
の
だ
か
ら
、『
孟
子
』
尽
心
篇
首
章
に
あ
る
如
く
、
そ
の
「
心
」（「
天

命
之
性
」）
を
失
わ
ぬ
よ
う
に
堅
持
し
、「
性
」
を
養
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

闇
斎
は
そ
の
為
に
要
と
な
る
「
存
養
」
を
「
敬
」
と
断
じ
た
。

　
『
中
庸
章
句
』
首
章
に
附
さ
れ
た
「
未
発
」・「
已
発
」
の
説
は
前
掲
し

た
如
く
で
あ
る
が
、
同
章
の
「
天
ノ

命
之
ヲ

謂
レ

性
ト

率
フ
レ

性
ニ

之
ヲ

謂
レ

道
ト

。

修
ム
ル
レ

道
ヲ

之
ヲ

謂
レ

教
ト

」
に
対
し
「
中
庸
首
章
説
」
で
は
、

修
ル
レ

道
ヲ

之
ヲ

謂
ハ
レ

教
ト

克
チ
レ
己
ニ
復
ル
レ

礼
ニ
日
用
ノ
工
夫
也
、
知
テ
二

全
体
ヲ
一

然
シ
テ

後
條
貫
可
シ
テ
レ

尋
ヌ

…
又
在
ル
二

日
用
ノ

工
夫
下
学
上
達
ニ
一

而
已
矣（

（2
（

、

と
あ
る
。「
日
用
」
努
め
る
べ
き
「
克
己
復
礼
」
を
通
じ
て
闇
斎
は
朱
子

が
「
道
を
修
む
る
の
教
」
を
示
し
た
、
と
考
え
て
い
た
。「
克
己
復
礼
」

に
つ
い
て
は
寛
文
八
年（
一
六
六
八
）、闇
斎
が
著
し
た『
仁
説
問
答
』に
、

克
チ
レ

己
ニ

復
テ
レ

礼
ニ

為
レ

仁
ヲ

、言
能
ク

克
チ
二

去
テ

己
私
ニ
一

復
レ
バ
二

乎
天
理
ニ
一

、

則
此
ノ

心
之
体
無
シ
テ
レ

不
コ
ト
レ

在
ラ

、而
此
ノ

心
之
用
無
シ
レ

不
コ
ト
レ

行
ハ
レ

也（
（2
（

、

と
あ
る
如
く
「
己
私
」（「
私
欲（

（2
（

」）
に
克
つ
事
で
「
己
」（
自
己
自
身
）
に
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内
在
す
る
「
仁
」
を
体
認
し
た
境
地
（「
天
理
」）
を
謂
う
。
こ
れ
は
「
私
」

か
ら
「
己
」
へ
の
復
帰
を
意
味
し
て
い
る
（「
克
己
復
礼
為
仁
」）。
こ
の

境
地
は
ま
さ
に
「
天
理
之
本
然
」
で
あ
る
「
誠
」
を
も
表
し
て
い
よ
う
。

「
心
之
体
」
と
は
「
仁
」（「
性
」）
で
あ
り
「
仁
」
の
あ
る
事
で
「
心
之
用
」

で
あ
る
「
愛
」（「
情
」）
も
発
露
す
る
。「
愛
」
と
は
「
仁
」
無
く
し
て
有

り
得
ず
、
ま
た
「
克
己
復
礼
」
無
く
し
て
「
仁
」
を
為
す
事
な
ど
有
り
得

な
い
。
な
お『
中
庸
章
句
』第
二
二
章
の「
唯
天
下
ノ

至
誠
。
為
三

能
ク

尽
ス
コ
ト
ヲ

二

其
ノ

性
ヲ

一

。
能
ク

尽
セ
ハ

二

其
ノ

性
ヲ

一

則
能
ク

尽
ス

二

人
之
性
ヲ

一

。」
に
対
し
、
朱

子
は
「
尽
ス
二

其
性
ヲ
一

者
⃝
徳
無
シ
レ

不
コ
ト
レ

実
ナ
ラ

⃝
故
ニ

無
シ
テ
二

人
欲
之
私
一

」

と
す
る
。
即
ち
「
性
」
を
尽
く
せ
ば
「
仁
」（「
徳
」）
は
顕
現
し
、
そ
の

境
地
と
は
「
人
欲
之
私
」が
な
い「
真
実
無
妄
」の「
至
誠
」な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
「
克
己
復
礼
」
に
際
し
、
求
め
ら
れ
る
「
存
養
」
の
要
こ
そ
「
敬
」

で
あ
っ
た
。『
中
和
集
説
』で
は
朱
子
に
よ
る
以
下
の
言
が
引
か
れ
て
い
る
。

然
ニ

人
有
テ
二

是
ノ

心
一

而
或
ハ

不
レ
ハ
レ

仁
ナ
ラ

、
則
無
シ
三

以
著
ス
コ
ト
二

此
ノ

心
之

妙
ヲ
一

、人
雖
レ

欲
ス
ト
レ

仁
ヲ

而
ト
モ

或
ハ

不
レ
ハ
レ

敬
ニ

、則
無
シ
三

以
致
コ
ト
二

求
ル
レ

仁
ヲ

之
功
ヲ
一

、
蓋
心
ハ

主
ト
シ
テ
二

乎
一
身
ニ
一

而
無
シ
二

動
静
語
黙
之
間
テ
一

、

是
ヲ

以
君
子
之
於
ル
モ
レ

敬
ニ

亦
無
シ
二

動
静
語
黙
ト
シ
テ

而
不
コ
ト
一
レ

用
ヒ
二

其
ノ

力
ヲ
一

焉
、
未
発
之
前
是
ノ

敬
也ヤ

、
固
ヨ
リ

已
ニ

主
タ
リ
二

乎
存
養
之
実
ニ
一

、

已
発
之
際
是
ノ

敬
也ヤ

、（
（2
（

「
人
」
で
あ
り
な
が
ら
「
仁
」
を
為
さ
ざ
る
者
は
「
心
之
妙
」（「
仁
」）
を

発
揮
出
来
て
い
な
い
。
ま
た
「
敬
」
に
徹
せ
ね
ば
「
仁
」
を
体
認
す
る
事

も
出
来
な
い
。「
敬
」
と
は
「
仁
」
を
発
揮
す
べ
く
、
常
に
身
を
つ
つ
し

む
「
未
発
」
と
「
已
発
」
と
を
一
貫
し
た
「
存
養
」
で
あ
る
。
な
お
『
文

会
筆
録
』
三
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
読
点
筆
者
）
に
は
、

八
條
目
明
徳
新
民
之
事
其
道
在
テ

レ

止
ニ

二

於
至
善
ニ

一

而
伝
者
釈
レ
シ
テ

之
ヲ

曰
二

敬
テ

止
ト

一

恂
慄
者
敬
之
存
ス
ル

二

乎
中
ニ

一

也
、
威
儀
者
敬
之
著
ル

二

乎

外
ニ

一

也
、此
レ

則
八
條
目
皆
由
ル

二

乎
敬
ニ

一

、誠
意
之
慎
ミ

レ

独
ヲ

正
心
修
身

之
不
シ
テ

レ

在
フ

焉
、
而
辟
ミ

斉
家
治
国
之
僨
ル

レ

事
ヲ

之
言
不
ル

レ

忒
之
儀
皆

丁
寧
之
戒
ニ
シ
テ

而
平
天
下
ノ

章
亦
復
タ

示
コ
ト
二

此
意
ヲ
一

不
二

一
シ
テ

而
足
ラ
一

焉
、
中
庸
ニ

曰
篤
恭
シ
テ

而
天
下
平
ナ
リ

、
豈
不
ン
レ

信
セ

哉
、

と
あ
る
が
、
要
す
る
に
『
大
学
章
句
』
の
八
条
目
（
格
物
・
致
知
・
誠
意
・

正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
）
三
綱
（
明
徳
・
新
民
・
至
善
）

を
一
貫
す
る
も
の
も
ま
た
「
敬
」
で
あ
る
。
殊
に
理
想
的
な
「
社
会
」（「
平

天
下
」）を
実
現
す
る
為
に
も「
敬
」の
修
養
が
必
要
不
可
欠
な
る
事
は『
中

庸
章
句
』
第
二
三
章
に
見
え
る
「
篤
恭
シ
テ

而
天
下
平
ナ
リ

」
に
よ
っ
て
愈
々

知
れ
よ
う
、
と
闇
斎
は
説
く
。

　
「
平
天
下
」
の
根
本
で
も
あ
る
徹
底
し
た
「
敬
」
を
平
生
貫
き
、「
克
己
」

す
る
事
で
体
認
さ
れ
る
「
仁
」
に
つ
い
て
『
文
会
筆
録
』
四
之
三
で
は
「
仁

は
愛
の
理
、
心
の
徳
な
り
」（『
論
語
集
註
』
学
而
第
一
「
其
為
人
也
孝
弟
」

章
）
の
究
極
的
な
意
味
を
「
至
誠
惻
怛
即
愛
之
理
心
之
徳
ナ
リ

」
と
し
て
い
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る
。
闇
斎
の
説
く
「
仁
」（「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
が
意
味
す
る

と
こ
ろ
と
は
、
自
ら
靖
ん
ず
る
「
心
」
で
あ
り
、
親
を
思
う
が
如
く
君
国

を
思
う
も
の
で
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
「
心
」
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

そ
の
「
仁
」
と
「
未
発
之
中
」
に
関
連
し
て
闇
斎
が
注
目
し
た
の
は
、

朱
子
が
稀
に
説
い
た
「
未
発
之
愛
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。「
未
発
之
愛
」

に
つ
い
て
闇
斎
は
『
文
会
筆
録
』
四
之
一
に
於
い
て
、

仁
者
愛
之
理
譬
二

之
ヲ

水
ニ
一

、
仁
ハ

是
源
愛
ハ

是
流
、
譬
二

之
ヲ

木
ニ
一

、仁
ハ

是
根
愛
ハ

是
苗
、
其
分
域
雖
レ

殊
ナ
リ
ト

而
ト
モ

脈
絡
不
ル
二

離
絶
セ
一

者
此
レ

朱

先
生
之
譬
甚
明
ケ
ン

焉
、
諸
儒
皆
聞
テ

而
共
ニ

説
ク

者
也
、仁
ハ

水
也
、愛
ハ

則
其
潤
也
、
仁
ハ

木
也
、
愛
ハ

則
其
生
也
、
是
体
用
為
ル
レ

一
之
譬
乃ス

先

生
糖
之
甜
、
酢
之
酸
之
譬
、
所
レ

謂
生
之
性
未
発
之
愛
此
レ

也
、
此
意

知
ル

者
鮮
矣
、
仁
説
ノ

図
前
後
之
愛
ノ

字
前
ハ

則
未
発
之
愛
、
後
ハ

則
已

発
之
愛
諸
儒
論
ス
ル
二

愛
之
理
ヲ
一

、
皆
知
三

愛
之
為
コ
ト
ヲ
二

已
発
一

、
而
不
レ

知
二

未
発
之
愛
之
仁
為
コ
ト
ヲ
一
レ

仁
矣
、

と
し
た
。「
仁
」（「
体
」）
と
「
愛
」（「
用
」）
と
は
概
念
上
、
体
用
関
係

に
あ
る
。
だ
が
「
愛
」
が
「
已
発
」
す
る
と
い
う
事
は
、
我
が
内
に
「
未

発
之
愛
」と
し
て
の「
仁
」が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。水
で
例
え
れ
ば「
源
」

が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
「
流
」
が
あ
り
、
木
で
例
え
れ
ば
「
根
」

が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
芽
吹
く
「
苗
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
厳
格
に
分
け
難

い
。「
仁
」
と
「
愛
」
も
同
様
で
体
用
関
係
に
の
み
注
視
し
、
単
な
る
概

念
と
す
れ
ば
「
仁
」
を
血
肉
の
通
わ
ぬ
空
理
と
し
て
し
ま
う
。
故
に
闇
斎

は
実
態
に
即
し
た
「
仁
」
と
「
愛
」
と
の
関
係
性
を
重
視
し
、
そ
れ
を
端

的
に
表
す
も
の
と
し
て
「
未
発
之
愛
」（「
仁
」・「
中
」）
と
い
う
表
現
を

重
ん
じ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。「
未
発
之
愛
」（「
中
」・「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）

を
体
認
し
、
そ
れ
が
「
已
発
」
す
れ
ば
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
で
「
身
」

は
自
然
と
「
仁
」（「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
を
為
す
の
で
あ
り
、

若
林
強
斎
は
「
仁
ノ
地
位
ニ
至
ラ
ネ
バ
本
法
ノ
忠
孝
デ
ナ
シ
」（『
仁
説
問

答
講
録
』
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
所
蔵
）
と
、
か
く
の
如
き

思
い
で
あ
ら
ね
ば
「
本
法
ノ
忠
孝
」
は
立
た
ぬ
、
と
説
く（

（2
（

。
万
民
が
「
敬
」

に
よ
っ
て
こ
の
「
未
発
之
愛
」
を
体
認
し
、
そ
の
「
未
発
之
愛
」
を
発
露

さ
せ
て
自
然
と
忠
孝
を
尽
く
す
「
誠
」
の
境
地
と
な
れ
ば
「
君
民
一
体
」

の
理
想
的
「
社
会
」（「
平
天
下
」）
は
実
現
さ
れ
よ
う（

（2
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
改
め
て
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

我
に
内
在
す
る
「
中
」
と
は
「
天
津
祝
詞
」
で
あ
り
、
闇
斎
が
重
視
し
た

言
葉
で
表
せ
ば
「
未
発
之
愛
」（「
仁
」・「
中
」・「
性
」）
と
言
え
る
。「
私
」

に
克
ち
「
未
発
之
愛
」
を
体
認
す
る
事
で
「
身
」
か
ら
「
已
発
」
し
た
「
愛
」

の
極
致
と
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
か
ら
、「
仁
」（「
至
誠
惻
怛
」・「
繾

綣
惻
怛
」）
を
為
さ
ず
に
は
お
ら
れ
ぬ
状
態
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
冥
慮

の
ま
ま
に
心
を
尽
く
し
て
言
行
を
為
す
事
（「
已
発
」）
が
「
太
諄
辞
」
で

あ
っ
て
、
こ
の
姿
は
「
誠
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」・「
天
理
之
本
然
」）
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を
表
す
。
か
く
あ
る
為
に
「
克
己
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
「
存
養
」
の
要

こ
そ
「
未
発
」
と
「
已
発
」
と
を
一
貫
せ
る
「
敬
」
で
あ
り
、
垂
加
神
道

で
は
そ
の
「
敬
」
が
「
祓
」
と
さ
れ
た（

（2
（

。
闇
斎
は
素
戔
嗚
尊
の
如
く
如
何

な
る
「
辛
苦
」
の
中
に
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
に
屈
せ
ざ
る
精
神
を
持
っ
て

一
心
不
乱
の
「
祓
」
に
従
事
せ
よ
、
と
説
い
た
の
で
あ
る（

（2
（

。か
く
の
如
く

万
民
が
「
祓
」（「
敬
」）
を
尽
く
し
て
「
私
」
に
克
ち
、「
未
発
之
愛
」
を

発
揮
し
た
「
誠
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」）
の
境
地
な
ら
ば
「
社
会
」
は

平
穏
無
事
な
る
「
平
天
下
」
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

三
、「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
と
「
落
瀧
津
速
川
瀬
」

　

で
は
「
克
己
復
礼
」
に
よ
っ
て
体
認
さ
れ
る
「
未
発
」
の
「
心
神
」
と

は
、
如
何
な
る
性
質
で
あ
る
の
か
。『
程
子
遺
書
』
で
は
「
性
」
を
し
て
「
水

之
清
ハ

則
性
善
之
謂
也
」
と
し
た
の
に
対
し
、
朱
子
は
汚
濁
（「
私
欲
」）

を
流
し
て
生
ま
れ
持
っ
た
ま
ま
の
清
ら
か
な
水
の
よ
う
な
存
在
が
「
性
」

（「
天
命
之
性
」）
と
補
説
し
た（

（3
（

。「
克
己
復
礼
」
を
目
指
す
「
祓
」
に
よ
っ

て
汚
濁
を
拭
い
去
っ
た
「
性
善
」
な
る
清
き
「
心
神
」
に
関
連
し
て
注
目

す
べ
き
は
『
風
水
草
』「
落
瀧
津
速
川
瀬
」
項
（
一
三
六
頁
）
で
あ
る
。

一
説
。
急
灘
飛
流
児
。
聴
二

此
祝
文
一

、
則
覚
二

我
心
之
潔
一

。
嘉
謂
。

誠
若
二

是
説
一

也
。

「
落
瀧
津
速
川
瀬
」
と
い
う
「
祝
文
」
を
聞
け
ば
心
の
潔
き
事
を
自
覚
す

る
も
の
で
、
闇
斎
は
こ
の
説
を
賞
美
し
た
。「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
と
は

清
浄
な
心
（「
心
神
」）
を
発
揮
し
た
「
誠
」
の
境
地
を
指
し
て
お
り
、「
落

瀧
津
速
川
瀬
」
は
心
（「
心
神
」）
の
清
浄
を
自
覚
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

共
に
「
中
臣
祓
」
の
中
に
見
え
る
重
要
概
念
の
一
つ
で
、
清
浄
な
心
の
発

揮
と
い
う
類
似
の
意
味
を
示
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
続
く
「
瀬
織
津
姫
」
項

（
同
前
）
で
闇
斎
は
「
此
姫
者
天
照
太
神
荒
魂
」
と
し
、
天
照
大
神
が
御

生
み
に
な
ら
れ
た
三
女
神
の
う
ち
、
瀬
織
津
姫
（
湍
津
姫
）
と
は
大
神
の

「
荒
魂
」
と
し
た
。
さ
ら
に
「
持
出
」
項
（
一
三
七
頁
）
で
は
「
所
三

以

表
二

我
身
心
一

之
祓
也
」
と
あ
っ
て
「
祓
」
の
境
地
と
説
く
。
上
述
し
た
如

く
、
闇
斎
に
よ
れ
ば
「
未
言
」・「
已
言
」
の
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
と
は

「
誠
」
で
あ
り
、「
誠
」
の
祈
り
を
時
事
に
応
じ
て
述
べ
る
も
の
が
「
祝
詞
」

で
あ
っ
て
、
特
定
の
言
辞
や
形
式
的
な
文
言
は
な
い
。
そ
う
し
た
「
祝
詞
」

の
実
際
を
闇
斎
は
神
々
の
伝
承
（
言
行
）
か
ら
示
し
て
い
た
。
以
下
、
こ

の
点
に
留
意
し
な
が
ら
「
落
瀧
津
速
川
瀬
」
項
か
ら
「
祓
」
の
境
地
を
説

く
「
持
出
」
項
に
掲
げ
ら
れ
た
伝
承
に
つ
い
て
、「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」

の
解
釈
に
即
し
て
確
認
し
よ
う
。

　

垂
加
神
道
に
於
い
て
三
女
神
は
、
天
照
大
神
の
天
孫
守
護
の
御
心
が
化

し
て
生
ま
れ
た
「
心
化
」
の
神
と
さ
れ
る
。
神
代
上
第
六
段
第
一
の
一
書

に
於
い
て
、
天
照
大
神
は
三
女
神
へ「
汝
イ
マ
シ

三
ミ
ハ
シ
ラ
ノ

神カ
ミ
ハ

宜
ヨ
ロ
シ
ク

降ク
タ
リ

二

居マ
シ
テ

道チ
ノ

中カ
ニ

一
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奉
マ
ツ
リレ

助
タ
ス
ケ二

天
ア
メ
ノ
ミ
マ
コ
ノ

孫
一

而
為タ
メ
ニ

二

天
ア
メ
ノ
ミ
マ
コ
ノ

孫
一

所イ
ツ

祭カ
レ
ヨ

也（
（3
（

」
と
の
神
勅
を
下
さ
れ
た
。

天
孫
は
三
女
神
に
よ
っ
て
護
ら
れ
る
。
そ
の
神
威
を
よ
り
強
く
す
る
為
に

も
、
天
孫
は
丁
重
に
三
女
神
を
祀
ら
ね
ば
な
ら
い
。
か
よ
う
な
関
係
を
闇

斎
は
「
日
護
」
と
呼
び
、
こ
の
教
え
を
天
照
大
神
は
「
神
皇
一
体
之
心
伝
」

（
一
三
九
頁
）
と
し
て
三
女
神
を
介
し
、
天
孫
へ
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
神
勅
に
見
え
る
「
道
中
」
と
は
、
君
臣
の
間
（「
中
」）
を
指
す
も

の
で
三
女
神
は
君
臣
関
係
を
よ
り
堅
固
に
す
る
神
徳
を
持
つ
が
故
に
「
道

主
貴
」（
神
代
上
第
六
段
第
三
の
一
書
）
と
も
称
さ
れ
た
。「
持
出
」
項
で

闇
斎
は
、

日
本
国
中
大
小
神
祇
之
本
体
皆
此
神
也
、
故
大
凡
神
社
皆
神
籬
也
、

口
伝
有
レ

之
、�
（
一
四
二
頁
）

と
す
る
が
、
全
国
の
神
社
に
祀
ら
れ
る
神
々
の
「
本
体
」
と
は
、
畢
竟
皇

統
を
守
護
す
る
三
女
神
と
さ
れ
る
。
神
社
は
も
と
よ
り
「
心
之
臓
神
明
之

舎
也
、
比
莽
呂
岐
日
護
也
」（
一
三
九
頁
）
と
あ
る
如
く
、
我
々
も
ま
た

三
女
神
と
同
じ
「
心
神
」
を
賜
る
事
か
ら
、
日
嗣
君
を
守
護
す
る
「
神
籬
」

（「
日
護
木
」）
な
の
で
あ
る（

（3
（

。
徹
底
し
た
「
祓
」
に
よ
っ
て
清
浄
な
る
「
心

神
」
を
発
揮
す
る
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
落
瀧
津
速
川
瀬
」）
の
境
地

で
あ
れ
ば
、「
心
神
」の
冥
慮
が
発
せ
ら
れ
る
と（「
未
言
」）、「
至
誠
惻
怛
」・

「
繾
綣
惻
怛
」
の
思
い
が
「
身
」
か
ら
発
露
し
、
考
え
る
隙
も
与
え
ず
や

む
に
や
ま
れ
ぬ
本
心
で
皇
統
守
護
に
挺
身
す
る
（「
已
言
」）。「
落
瀧
津
速

川
瀬
」
か
ら
「
持
出
」
ま
で
の
構
成
と
闇
斎
の
註
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の

状
態
こ
そ
「
祓
」
の
境
地
を
示
す
と
分
か
る
。
か
く
の
如
く
皇
統
守
護
を

願
わ
れ
た
天
照
大
神
に
よ
る
三
女
神
の
「
心
化
」
と
神
勅
と
は
、
大
神
の

御
本
心
（「
天
津
祝
詞
」）
の
「
已
言
」（「
太
諄
辞
」）
し
た
姿
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
闇
斎
は
「
速
佐
須
良
比
咩
」
項
に
於
い
て
、
徹
底
的
な
「
祓
」

に
臨
ま
れ
た
素
戔
嗚
尊
の
神
性
変
化
の
実
際
を
詳
述
し
、
素
尊
が
発
せ
ら

れ
た
八
雲
神
詠
を
「
敬
」
の
凝
結
せ
る
も
の
、
と
説
い
て
い
る（

（3
（

。「
詩
」

に
対
す
る
崎
門
学
の
基
本
的
理
解
と
し
て
参
考
と
な
る
の
は
、
浅
見
絅
斎

の
講
じ
た
『
楚
辞
師
説
』（
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
庫
所
蔵
、
読
点

筆
者
）
で
あ
ろ
う
。

近
世
明
ニ
ナ
リ
テ
カ
ラ
詩
ニ
義
理
ヲ
云
ハ
フ
ト
ス
ル
ユ
ヘ
古
詩
ノ
意

カ
ソ
コ
ネ
ル
ソ
…
古
人
ノ
情
ヲ
語
ル
コ
ト
カ
ス
タ
リ
タ
ソ
、
和
歌
モ

同
シ
コ
ト
、
義
理
ノ
フ
カ
イ
コ
ト
ハ
文
章
テ
語
リ
タ
ガ
ヨ
シ
、
詩
ハ

ヤ
マ
レ
ヌ
情
ヲ
ウ
タ
フ
タ
ソ
、

繕
う
こ
と
無
く
本
心
か
ら
発
し
た
偽
り
な
き
「
ヤ
マ
レ
ヌ
情
」（「
至
誠
惻

怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
の
発
露
こ
そ
が
「
詩
」（
ま
た
「
和
歌
」）
な
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
崎
門
学
に
於
い
て
「
詩
」
と
は
「
仁
」（「
未
発
之
愛
」）

を
体
認
し
、「
己
」
に
復
帰
し
た
「
真
実
無
妄
」
な
る
「
誠
」（「
天
理
之

本
然
」）
の
状
態
で
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
辛
苦
」
し
な
が
ら
も

「
私
」（「
私
欲
」）
に
克
つ
べ
く
「
祓
」
を
極
め
、
清
浄
な
る
「
心
神
」
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に
復
帰
し
た
素
尊
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
ヤ
マ
レ
ヌ
情
」
が
沸
き
起
こ
り
、

自
然
と
「
敬
」
の
凝
結
せ
る
和
歌
を
詠
ず
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
宝
剣
を
天
照
大
神
へ
献
上
さ
れ
た
素
戔
嗚
尊
の
「
吾
心
清
清
之
」
に

つ
い
て
も
闇
斎
は
、

吾
心
清
々
之
。
コ
レ
素
戔
嗚
尊
ノ
太
神
ト
、
ツ
ン
ト
一
体
ノ
御
徳
義

ニ
ナ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
コ
レ
デ
今
ニ
素
戔
嗚
尊
ノ
霊
験
、

今
ニ
太
神
ト
同
ジ
様
ニ
ア
ラ
タ
ナ
ガ
コ
レ
ゾ（

（3
（

、

と
あ
る
如
く
、
天
照
大
神
と
「
一
体
ノ
御
徳
義
」
に
至
ら
れ
た
事
を
表
し

て
い
る
、
と
説
い
た
。「
一
体
ノ
御
徳
義
」
と
は
、
清
浄
な
る
「
落
瀧
津

速
川
瀬
」
の
境
地
で
あ
り
「
心
神
」（「
中
」）
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い

る
状
態
を
謂
う
も
の
で
、
天
子
の
天
照
大
神
と
臣
下
の
素
尊（

（3
（

が
「
君
臣
合

体
」
し
て
い
る
事
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
が
や
ま
れ
ぬ

思
い
で
発
せ
ら
れ
た
八
雲
神
詠
と
「
清
清
之
」
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
「
心

神
」
の
冥
慮
（「
天
津
祝
詞
」・「
未
言
」）
の
ま
ま
に
素
尊
が
「
已
言
」（「
太

諄
辞
」）
し
た
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
「
心
口
誠
之
言
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」）

に
他
な
る
ま
い
。

　

か
く
の
如
き
天
照
大
神
・
素
戔
嗚
尊
の
伝
承
と
並
び
「
未
言
」・「
已
言
」

の
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
が
、
大
己
貴
神
で
あ

る
。「
持
出
」
項
で
は
三
女
神
の
神
学
に
続
け
て
、
神
代
下
第
八
段
第
六

の
一
書
が
引
用
さ
れ
、
大
己
貴
神
に
よ
る
「
幸
魂
」・「
奇
魂
」
の
三
輪
山

奉
斎
の
神
学
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
国
土
を
平
定
さ
れ
た
大
己
貴
神
は
己

の
力
の
み
で
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
、
と
慢
心
さ
れ
た
。
す
る
と
海
の
彼
方

よ
り
光
が
顕
れ
る
。
大
己
貴
神
が
光
に
対
し
て
何
者
か
を
問
う
と
「
汝
の

幸
魂
・
奇
魂
な
り
」
と
答
え
た
。
闇
斎
は
「
幸
魂
」・「
奇
魂
」（「
心
神
」）

と
大
己
貴
神
と
の
対
話
を「
嘉
謂
、自
問
自
答
也
、此
身
与
レ

心
一
而
二
処
」

（
一
四
三
頁
）
と
す
る
。
そ
う
し
て
大
己
貴
神
が
「
心
神
」
の
力
で
、
国

土
平
定
の
偉
業
も
成
し
得
た
事
を
悟
っ
た
。
そ
の
姿
を
「
嘉
謂
、
此
大
己

貴
神
覚
悟
処
」
と
す
る
。
や
が
て
「
心
神
」
は
三
輪
山
に
留
ま
る
事
を
望

ま
れ
た
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
註
を
附
し
「
嘉
謂
、
亦
自
問
自
答
也
」

と
す
る
。「
自
問
自
答
」
の
段
階
と
は
、
大
己
貴
神
が
「
心
神
」
の
冥
慮

を
受
け
た
「
未
言
」（「
天
津
祝
詞
」）
の
段
階
で
あ
り
、
自
ら
の
「
心
神
」

を
体
認
し
、
三
輪
山
奉
斎
を
「
覚
悟
」
し
た
段
階
は
「
已
言
」
の
直
前
で

あ
る
。
こ
の
「
自
問
自
答
」
を
経
て
三
輪
山
へ
「
心
神
」
を
奉
斎
し
た
段

階
が
「
已
言
」（「
太
諄
辞
」）
で
あ
る
。
三
輪
山
奉
斎
の
神
学
的
意
義
に

つ
い
て
闇
斎
は
以
下
の
如
く
説
い
た
。

サ
ル
ホ
ド
ニ
生
世
カ
ラ
御
神
慮
ノ
冥
慮
ヲ
以
テ
ヂ
ツ
ト
国
家
ヲ
守
ラ

セ
ラ
ル
ヽ
、
則
其
心
体
ヲ
イ
キ
ヨ
ニ
御
勧
請
被
レ

成
テ
身
室
ノ
山
ニ

御
座
被
レ

成
ト
ア
ル
ハ
コ
レ
ナ
リ
。
ソ
レ
ジ
ヤ
ニ
ヨ
リ
テ
、
御
カ
ク

レ
ナ
サ
レ
テ
カ
ラ
御
神
霊
モ
丁
度
生
死
一
体
ノ
御
神
霊
也（

（3
（

。

大
己
貴
神
は
死
生
一
貫
し
て
皇
統
守
護
を
為
す
べ
く
、
体
認
し
た
「
心
神
」
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の
冥
慮
に
従
い
、
皇
統
守
護
を
望
む
魂
を
靖
ん
じ
て
三
輪
山
へ
留
め
置
く

の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
に
つ
い
て
闇
斎
は
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
発
露
し
た
「
祝
詞
」

と
直
接
的
に
明
言
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
闇
斎
に
と
っ
て
天
照
大
神

に
よ
る
三
女
神
の
「
心
化
」
と
神
勅
、
素
戔
嗚
尊
に
よ
る
「
清
清
之
」
の

発
露
と
八
雲
神
詠
、
大
己
貴
神
に
よ
る
「
自
問
自
答
」
と
三
輪
山
奉
斎
は
、

何
れ
も
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
落
瀧
津
速
川
瀬
」）
の
境
地
に
あ
ら
れ

た
神
々
が
御
自
ら
に
宿
る「
心
神
」と
相
対
し
、そ
の
冥
慮（「
天
津
祝
詞
」・

「
未
発
之
愛
」・「
未
言
」）
に
応
ぜ
ら
れ
る
や
、「
神
皇
一
体
」・「
君
臣
合

体
」
し
て
皇
統
守
護
を
願
う
思
い
が
発
露
し
た
（「
太
諄
辞
」・「
已
言
」）

も
の（

（3
（

で
、「
誠
」
の
祈
り
が
凝
結
せ
る
「
祝
詞
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る（
（3
（

。
こ
の
推
測
は
全
く
無
理
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
何
故
な
ら
「
伊
弉

諾
尊
小
戸
橘
之
檍
原
解
除
」・「
天
児
屋
命
解
二

素
戔
嗚
悪
事
一

神
咒
」・「
皇

御
孫
尊
降
臨
雲
駅
咒
文
」・「
倭
姫
皇
女
下シ
タ

樋ヒ

小
河
大
祓
」
な
ど
、
こ
れ
ら

全
て
を
闇
斎
は
「
誠
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」）
の
発
露
し
た
「
祝
詞
」

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
と
は
、
神
前
に
於
け
る
状
態
を
も
指
し
て

い
た
。
た
だ
し
、
相
対
す
る
「
神
」
と
は
神
社
に
奉
斎
さ
れ
る
「
神
」
の

み
な
ら
ず
、
我
が
内
に
坐
す
「
神
」
を
も
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
持

出
」
項
の
最
後
に
は
、
闇
斎
が
重
ん
じ
た
「
吉
田
勤
式
歌
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

カ
ミ
ノ
マ
ス
ト
リ
ヰ
ニ
イ
レ
バ
コ
ノ
ミ
ヨ
リ
ヒ
ツ
キ
ノ
ミ
ヤ
ト
ヤ
ス

カ
ラ
ニ
ス
ム
。�

（
一
四
四
頁
）

闇
斎
は
こ
の
歌
を
以
下
の
如
く
講
じ
て
い
た
。

神
前
ヘ
参
タ
ト
キ
ノ
心
ニ
ハ
、
ナ
ン
ノ
キ
タ
ナ
イ
コ
ト
モ
ナ
ク
、
サ

ル
ホ
ド
清
浄
ニ
ア
ル
ゾ
…
神
前
ヘ
マ
イ
レ
バ
、
モ
ハ
ヤ
ム
カ
フ
ニ
神

ハ
御
座
ナ
サ
レ
ヌ
。
則
コ
ノ
身
ニ
御
座
ナ
サ
ル
ル
。
コ
ノ
身
ガ
則
神

ノ
ヤ
ス
ラ
カ
ニ
ヤ
ド
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
ヒ
ツ
キ
ノ
宮
ニ
テ
、
コ
ノ
身
ニ
則

神
ノ
ヤ
ス
ラ
カ
ニ
御
座
ナ
サ
ル
ヽ
ゾ
ト
云
心
ナ
リ
。ヨ
ク
ヨ
ン
ダ
歌
ゾ（

（4
（

。

鳥
居
を
く
ぐ
れ
ば
心
身
は
「
清
浄
ニ
ア
ル
」。
こ
れ
が
神
前
に
於
け
る
心

持
ち
で
あ
る
。
身
に
宿
る
「
神
」
と
常
に
相
対
し
、「
神
前
ヘ
参
タ
ト
キ

ノ
心
」
を
堅
持
す
べ
く
一
心
不
乱
の
「
祓
」（「
敬
」）
に
努
め
れ
ば
、「
落

瀧
津
速
川
瀬
」
の
如
き
清
浄
な
る
「
心
神
」
は
体
認
さ
れ
、
も
は
や
神
社

に
奉
斎
さ
れ
る
「
神
」
と
内
に
坐
す
「
神
」
と
を
隔
て
る
と
こ
ろ
は
無
い

の
で
あ
る
。

　

そ
の
神
社
に
奉
斎
さ
れ
る
「
神
」
も
我
が
内
に
坐
す
「
神
」
も
、
本
体

は
三
女
神
で
あ
っ
て
、
天
照
大
神
・
素
戔
嗚
尊
・
大
己
貴
神
の
如
く
、
冥

慮
の
ま
ま
に
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
の
思
い
か

ら
他
念
無
く
、自
然
と
皇
統
守
護
に
努
め
る
事
を
本
懐
と
す
る
。畢
竟「
天

津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
心
口
誠
之
言
」）と
は
、そ
の
本
懐
を
果
す
境
地（「
誠
」）
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な
の
で
あ
る
。

　

か
く
の
如
き
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
境
地
を
目
指
す
万
民
が
「
祓
」

に
努
め
る
事
で
「
心
神
」
を
発
揮
さ
せ
「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」
が
実
現

し
た
我
国
の
理
想
的
「
平
天
下
」
こ
そ
山
崎
闇
斎
の
説
く
「
神
道
」
な
の

で
あ
り
、
ま
た
こ
の
境
地
で
皇
統
守
護
を
只
管
に
祈
る
事
が
垂
加
神
道
に

於
け
る
祭
祀
の
本
義
（「
誠
之
神
事
」）
な
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

垂
加
神
道
に
於
け
る
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
神
学
と
は
、
伊
勢
神
道

を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
吉
田
神
道
（
吉
川
神
道
）
を
統
合
し
た
山
崎
闇
斎

が
、
朱
子
学
者
と
し
て
努
め
て
き
た
徹
底
的
な
講
究
の
成
果
も
応
用
し
、

皇
統
守
護
の
宗
教
的
境
地
を
表
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
神
学
的
意
義
が
高

め
ら
れ
た
。
以
上
を
簡
単
に
纏
め
て
お
こ
う
。

　

闇
斎
が
承
け
た
伊
勢
神
道
の
「
口
伝
」
で
は
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
を

「
心
口
誠
之
言
」と
し
、さ
ら
に
吉
田
神
道
の「
口
伝
」で
は「
未
言
」（「
性
」

＝
「
天
津
祝
詞
」）・「
已
言
」（「
情
」
＝
「
太
諄
辞
」）
と
し
た
。
前
者
は

人
の
状
態
を
表
す
も
の
で
あ
り
、後
者
は
人
の
宿
す「
中
」（「
性
」）が「
情
」

と
し
て
発
露
す
る
、と
い
う
対
応
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。『
風
水
草
』

で
は
両
者
の
説
を
採
用
し
、「
心
神
」
か
ら
の
冥
慮
で
あ
る
「
天
津
祝
詞
」

（「
未
言
」）
と
は
雑
念
の
無
い
「
誠
」
で
あ
り
、
冥
慮
の
ま
ま
に
我
が
「
身
」

で
「
誠
」
の
言
行
を
為
す
事
が
「
太
諄
辞
」（「
已
言
」）
と
す
る
。
闇
斎

の
説
く
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
誠
」）
と
は
清
浄
な
る
「
中
」（「
心
神
」）

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
た
。

　

そ
の
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
境
地
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
は
、

闇
斎
の
重
ん
じ
た
「
未
発
之
愛
」（「
仁
」・「
中
」）
で
あ
る
。「
未
発
之
愛
」

が
真
に
「
已
発
」
し
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
は
発
露

し
、「
身
」
は
自
然
と
「
仁
」（「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
を
為
す
。

「
未
発
之
愛
」
の
ま
ま
に
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
の
「
心
」
に
靖

ん
ず
る
姿
こ
そ
「
誠
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」）
で
あ
っ
た
。
か
く
あ
る

為
に
は
「
克
己
復
礼
」
が
求
め
ら
れ
、
闇
斎
は
「
辛
苦
」
に
屈
せ
ず
「
未

発
」
と
「
已
発
」
と
を
一
貫
し
た
「
存
養
」
で
あ
る
「
祓
」（「
敬
」）
に

徹
底
し
て
臨
む
べ
し
、
と
説
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
如
く
清
浄
な
「
心
神
」
の
発
揮
と
い
う

類
似
の
意
味
を
示
す
の
が
「
落
瀧
津
速
川
瀬
」
で
あ
っ
た
。「
落
瀧
津
速

川
瀬
」
項
か
ら
「
持
出
」
項
で
は
、「
穢
」（「
私
欲
」）
の
無
い
清
浄
な
「
心

神
」
を
発
揮
し
た
「
祓
」
の
境
地
を
説
い
て
お
り
、
三
女
神
と
大
己
貴
神

に
よ
る
皇
統
守
護
の
神
学
が
詳
述
さ
れ
た
。
こ
こ
で
闇
斎
は
「
心
神
」
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
た
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
落
瀧
津
速
川
瀬
」）
の
境

地
を
神
々
の
伝
承
か
ら
示
し
て
い
る
。
抑
々
、
闇
斎
は
伊
勢
の
神
学
に
基
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づ
き
「
祝
詞
」
と
は
時
事
に
応
じ
た
「
誠
」
を
捧
げ
る
も
の
と
し
て
お
り
、

一
定
の
言
辞
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。か
く
考
え
る
闇
斎
に
と
っ
て
、神
々

が
御
自
ら
に
宿
る
「
心
神
」
の
冥
慮
（「
未
言
」）
を
発
揮
し
、
皇
統
守
護

を
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ぬ
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
の
精
神
を
発
露

（「
已
言
」）さ
せ
た
諸
々
の
伝
承（
言
行
）と
は
、そ
れ
ぞ
れ
が「
誠
」（「
天

津
祝
詞
太
諄
辞
」）
の
祈
り
を
込
め
た
「
祝
詞
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
如
く
、
山
崎
闇
斎
に
と
っ
て
徹
底
的
な
「
祓
」
の
末
に
到
達
せ

る
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
誠
」）
の
境
地
と
は
「
心
神
」
を
体
認
し
、「
心

神
」
の
冥
慮
の
ま
ま
に
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
の
思
い
で
、
他
念

無
く
自
然
と
皇
統
守
護
に
努
め
る
姿
な
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
境
地

で
只
管
に
「
誠
」
の
祈
り
を
捧
げ
る
事
が
神
前
に
於
け
る
有
る
べ
き
姿
な

の
で
あ
る
。
闇
斎
の
承
け
た
伊
勢
・
吉
田
に
於
け
る
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」

の
解
釈
と
は
飽
く
迄
も
「
誠
」
と
い
う
状
態
、
或
い
は
「
未
言
」・「
已
言
」

と
い
う
対
応
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
勢
の
説
を
元
と
し
な
が
ら

吉
田
の
説
を
も
統
合
し
た
上
で
、
さ
ら
に
皇
統
守
護
に
努
め
る
境
地

（「
誠
」）
と
し
た
の
は
、
全
く
闇
斎
の
創
見
で
あ
る
。

　

そ
の
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
本
懐
を
果
た
す
に
は
「
心
神
」
が
常
に

清
浄
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
橘
家
神
道
の
秘
伝
で
あ
る
「
三
科
祓
」
は

「
穢
」（「
私
欲
」）
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
常
に
「
心
神
」
の
清
浄
を

堅
持
せ
ん
と
す
る
も
の
で
「
未
発
之
祓
」（『
三
科
祓
説
』
國
學
院
大
學
図

書
館
所
蔵
）
と
も
称
さ
れ
る
。「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
神
学
的
意
義
も

踏
ま
え
た
「
三
科
祓
」
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
１
）	

青
木
紀
元
『
祝
詞
全
評
釈　

延
喜
式
祝
詞　

中
臣
寿
詞
』（
右
文
書
院
、
平
成

十
二
年
）
八
九
頁
。

（
２
）	『
風
水
草
』
に
基
づ
き
「
中
臣
祓
」
を
一
般
向
け
に
解
説
さ
れ
た
西
岡
和
彦
「
中

臣
祓
（
上
）（
下
）
─
山
崎
闇
斎
著
『
風
水
草
』
よ
り
─
」（『
日
本
』
七
二
─
八
・

九
、
令
和
四
年
）
で
も
闇
斎
の
解
釈
は
「
祝
詞
と
は
時
事
の
由
を
宣
べ
申
す
こ
と

で
あ
り
、
一
定
の
詞
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
説
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

時
事
に
応
じ
た
誠
を
祈
る
こ
と
が
祝
詞
で
あ
る
」（「
中
臣
祓
（
下
）」
二
九
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）	「
繾
綣
惻
怛
」
に
つ
い
て
は
石
本
道
明
「
浅
見
絅
斎
『
楚
辞
師
説
』
小
考
」（『
國

學
院
雑
誌
』
一
一
六
─
一
二
、
平
成
二
十
七
年
）、
拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』

と
繾
綣
惻
怛
─
わ
が
国
に
於
け
る
『
論
語
』
実
践
─
」（
西
岡
和
彦
・
石
本
道
明
・

青
木
洋
司
編
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』
明
徳
出
版
社
、
令
和

三
年
所
収
）
等
を
参
照
。

（
４
）	

尤
も
最
近
で
は
、
垂
加
神
道
が
吉
田
神
道
の
思
想
を
根
本
と
し
て
い
る
か
の
如
く

論
ぜ
ら
れ
た
研
究
も
見
ら
れ
る
（
伊
藤
聡
「「
神
道
の
中
世
」
か
ら
「
神
道
の
近
代
」

へ
」〔
同
氏
・
斎
藤
英
喜
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
281　

近
代
の
神
道　

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ィ

を
問
う
』
勉
誠
出
版
、
令
和
五
年
所
収
〕
参
照
）。
嘗
て
平
重
道
「
度
会
延
佳
と

山
崎
垂
加
」（『
神
道
大
系
月
報
』
二
七
、
昭
和
五
十
七
年
）
で
は
、
晩
年
の
闇
斎

が
伊
勢
神
道
に
比
べ
、
吉
田
神
道
の
思
想
を
中
心
に
継
承
発
展
さ
せ
た
と
論
じ
ら

れ
た
。
一
方
、
北
畠
親
房
の
著
書
を
通
じ
て
闇
斎
が
早
い
段
階
で
伊
勢
神
道
を
学
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び
、
そ
の
後
も
伊
勢
を
基
盤
と
し
な
が
ら
吉
田
の
説
を
も
統
合
し
て
、
そ
の
神
学

を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
事
は
近
藤
啓
吾
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、

昭
和
六
十
一
年
）、
同
『
続
山
崎
闇
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
平
成
三
年
）、

同
『
続
々
山
崎
闇
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
平
成
七
年
所
収
）、
西
岡
和
彦
「
山

崎
闇
斎
著
『
東
家
秘
伝
美
言
』
解
説
」（『
神
道
史
研
究
』
四
〇
─
四
、
平
成
四
年
）、

谷
省
吾
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
）
な
ど
が

あ
る
。
田
尻
祐
一
郎
『
山
崎
闇
斎
の
世
界
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
十
八
年
）
に

於
い
て
も
「
心
神
」
を
巡
り
、
闇
斎
に
於
け
る
伊
勢
へ
の
傾
倒
が
論
じ
ら
れ
、
或

い
は
久
保
隆
司
『
生
成
と
統
合
の
神
学
─
日
本
・
山
崎
闇
斎
・
世
界
思
想
─
』（
春

秋
社
、
令
和
五
年
）
に
於
い
て
も
、
伊
勢
を
中
核
思
想
と
捉
え
、
闇
斎
神
学
の
全

体
像
を
論
じ
て
い
る
。
垂
加
神
道
を
し
て
吉
田
神
道
を
根
本
と
す
る
説
は
研
究
史

を
鑑
み
る
に
、
些
か
疑
問
が
あ
る
。

（
５
）	

谷
省
吾
「『
垂
加
中
訓
』
と
『
風
水
草
』
と
の
間
」（
前
掲
『
垂
加
神
道
の
成
立
と

展
開
』
所
収
）
参
照
。

（
６
）	「
未
生
已
生
」
の
説
は
平
重
道
「
吉
川
惟
足
の
神
道
思
想
」（『
吉
川
神
道
の
基
礎

的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
一
年
所
収
）、
徳
橋
達
典
「
吉
川
惟
足
の
混

沌
と
未
生
已
生
論
─
神
代
巻
冒
頭
の
解
釈
に
つ
い
て
─
」（『
吉
川
神
道
思
想
の
研

究　

吉
川
惟
足
の
神
代
巻
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
』
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
二
十
五
年
所

収
）
を
参
照
。

（
７
）	『
神
代
巻
惟
足
抄
』（
佐
伯
有
義
校
訂
『
大
日
本
文
庫　

神
道
篇　

吉
川
神
道
』
春

陽
堂
、
昭
和
十
四
年
所
収
）
一
四
頁
。

（
８
）	

嘉
点
『
中
庸
章
句
』（
以
下
嘉
点
『
四
書
集
註
』
は
嘉
永
七
年
改
刻
、
薩
摩
府
学

蔵
版
よ
り
引
用
）。

（
９
）	『
中
臣
祓
聞
書
』（
前
掲
『
吉
川
神
道
』
所
収
）
四
五
二
頁
。

（
10
）	『
垂
加
翁
神
説
』（
近
藤
啓
吾
校
註
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
神
道
大
系

編
纂
会
、
昭
和
五
十
九
年
所
収
）
四
一
一
頁
。

（
11
）	「
心
神
」
に
つ
い
て
は
近
藤
啓
吾
「
心
神
考
─
三
輪
大
神
と
山
崎
闇
斎
─
」（
前
掲

『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
所
収
）、
西
岡
和
彦
「
山
崎
闇
斎
と
三み

む
ろ輪
」（『
大
美
和
』

一
三
二
、
平
成
二
十
九
年
）
等
を
参
照
。

（
12
）	

以
上
、
西
岡
和
彦
「
神
籬
磐
境
考
─
垂
加
神
道
の
祭
政
一
致
観
─
」（
阪
本
是
丸

編
『
国
家
神
道
再
考
─
祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開
─
』
弘
文
堂
、
平
成
十
八

年
所
収
）、
同
「
神
武
創
業
の
精
神
と
垂
加
神
道
─
君
臣
合
体
守
中
之
道
─
」（
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是
丸
責
任
編
集
『
近
代
の
神
道
と

社
会
』
弘
文
堂
、
令
和
二
年
所
収
）
等
を
参
照
。

（
13
）	

西
晋
一
郎
『
東
洋
倫
理
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
）
で
は
「
誠
と
は
実
理
そ
の

も
の
」（
二
五
七
頁
）
で
あ
り
、
ま
た
「
真
実
無
妄
と
い
ふ
は
「
誠
」
と
い
ふ
立

言
に
即
し
て
の
解
で
あ
つ
て
、
こ
の
誠
こ
そ
夫
の
虚
霊
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。蓋
し
真
実
無
妄
と
は
充
実
徹
底
寸
分
の
間
隙
も
無
い
所
を
言
ふ
の
で
あ
る
」

（
二
五
八
頁
）
と
端
的
に
説
か
れ
て
い
る
。

（
14
）	「
心
神
」
か
ら
の
冥
慮
に
関
す
る
神
学
は
前
掲
西
岡
「
山
崎
闇
斎
と
三み
む
ろ輪

」
参
照
。

（
15
）	

闇
斎
が
講
じ
た
『
敬
斎
箴
講
義
』（『
日
本
思
想
大
系
31　

山
崎
闇
斎
学
派
』
岩
波

書
店
、
昭
和
五
十
五
年
所
収
）
に
は
「
抑
儒
者
ノ
工
夫
ハ
心
身
相
共
ニ
全
ク
養
イ

持
テ
、
日
用
人
事
ヲ
外
ニ
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
旨
ト
セ
リ
…
身
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
口
鼻
耳
目

頭
手
足
也
」（
八
二
頁
）
と
あ
る
如
く
「
口
」
は
「
身
」
で
あ
っ
て
「
心
口
誠
之
言
」

と
は
「
心
身
一
致
」（「
誠
」）
の
境
地
な
の
で
あ
る
。

（
16
）	

な
お
「
誠
之
神
事
」
と
は
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」（「
誠
」）
の
境
地
で
行
う
神
事

で
あ
り
、
特
定
の
神
事
を
指
す
の
で
は
な
い
。
ま
た
「
中
臣
祓
ハ
許ソ
コ
ハ
ク多

ノ
犯
シ
過

チ
テ
ル
罪
咎
ヲ
追
悔
テ
其
作
リ
出
セ
ル
罪
咎
ヲ
祓
清
ム
ル
」（
玉
木
正
英
『
三
科

祓
伝
』神
宮
文
庫
所
蔵
）と
さ
れ
て
お
り
、「
罪
咎
」を
祓
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

闇
斎
が
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』（
前
掲
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
所
収
）

に
於
い
て
、

シ
タ
ニ
ヨ
リ
テ
、
ト
カ
ク
ニ
身
心
ノ
ケ
ガ
ラ
ハ
シ
キ
ヲ
ハ
ラ
イ
ス
ツ
ル
ガ
、

則
ハ
ラ
イ
ト
云
者
也
。少
モ
カ
ワ
リ
タ
コ
ト
ハ
ナ
イ
ゾ
。シ
タ
ニ
ヨ
リ
テ
常
々

云
、
上
自
二

天
子
一

下
及
二

万
民
一

マ
デ
、
皆
祓
ノ
ア
ル
ト
云
コ
ト
ハ
、
カ
フ
シ
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タ
コ
ト
ゾ
。�

（
三
五
三
頁
）

と
す
る
如
く
、「
誠
」
の
境
地
に
至
る
為
に
は
天
子
よ
り
万
民
に
至
る
ま
で
「
中

臣
祓
」を
唱
え
て「
罪
咎
」を
祓
い
退
け
ね
ば
な
ら
な
い
。か
く
て
君
臣
共
に「
誠
」

の
境
地
に
至
り
「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」
を
実
現
す
る
事
が
垂
加
神
道
に
於
け
る

「
祓
」
の
究
極
的
な
目
的
で
あ
る
。

（
17
）	『
山
崎
家
譜
』（
前
掲
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
所
収
）
五
二
五
頁
。

（
18
）	

近
藤
啓
吾
「
敬
説
の
展
開
」（
前
掲
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
所
収
）、
前
掲
谷
「『
垂

加
中
訓
』
と
『
風
水
草
』
と
の
間
」
を
参
照
。

（
19
）	『
中
和
集
説
』（『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集　

三
』
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
五
十
三
年

所
収
、
読
点
筆
者
）
四
〇
一
頁
。

（
20
）	

同
右
、
四
〇
二
頁
。

（
21
）	『
仁
説
問
答
』（
尚
書
堂
板
本
、
読
点
筆
者
）。

（
22
）	

闇
斎
は
『
論
語
集
註
』
で
「
己
」
に
対
し
て
「
ワ
タ
ク
シ
」
の
訓
を
施
し
た
。
こ

れ
は
集
註
に
て
朱
子
が
「
己
⃝ハ

謂
二

身
之
私
欲
ヲ

一

也
」
と
し
た
事
に
よ
る
（『
文
会

筆
録
』
四
之
三
参
照
）。
な
お
、
垂
加
神
道
で
は
「
私
欲
」
を
し
て
「
心
神
」
を

覆
う
「
穢
」
と
さ
れ
た
事
は
拙
稿
「「
中
臣
祓
」
の
講
説
と
「
人
欲
私
欲
」
の
神
学
」

（『
竹
内
式
部
と
宝
暦
事
件
』
錦
正
社
、
令
和
五
年
所
収
）
参
照
。

（
23
）	

前
掲
『
中
和
集
説
』
四
一
八
頁
。

（
24
）	

拙
稿「
若
林
強
斎『
仁
説
問
答
講
録
』に
つ
い
て
─
崎
門
学
に
於
け
る「
仁
説
」─
」

（『
藝
林
』
七
一
─
二
、
令
和
四
年
）
参
照
。

（
25
）	「
未
発
之
愛
」
に
つ
い
て
は
阿
部
吉
雄
「
闇
斎
の
朱
子
学
思
想
と
李
退
渓
」（『
日

本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
十
年
所
収
）
三
四
六
～
三
四
七

頁
参
照
。
な
お
、
阿
部
氏
は
李
退
渓
が
闇
斎
へ
与
え
た
影
響
を
示
唆
さ
れ
て
い
る

が
、
前
掲
し
た
『
文
会
筆
録
』
四
之
一
の
最
後
に
は
「
退
渓
集
第
七
聖
学
十
図
ニ

載
テ
二

仁
説
ノ

図
ヲ
一

而
不
レ

説
二

破
セ

未
発
之
愛
ヲ
一

」
と
の
割
注
が
あ
る
。
闇
斎
は
「
未

発
之
愛
」
に
つ
い
て
「
此
意
知
ル

者
鮮
矣
」
と
し
て
い
た
が
、
退
渓
も
そ
の
一
人

で
あ
っ
た
事
が
窺
え
よ
う
。

（
26
）	

前
掲
拙
稿
「
若
林
強
斎
『
仁
説
問
答
講
録
』
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
27
）	

前
掲
拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
」
一
七
九
～
一
八
一
頁
参
照
。

（
28
）	

朱
子
学
に
於
い
て
「
居
敬
」
の
修
養
法
と
は
「
静
坐
」
で
あ
る
。
闇
斎
は
こ
れ
に

限
界
を
感
じ
て
「
祓
」
に
従
事
し
た
（
久
保
隆
司
「「
敬
義
内
外
」
説
と
「
神
儒

兼
学
」
に
お
け
る
闇
斎
神
学
の
構
造
─
主
に
「
静
坐
」
を
通
し
て
の
心
身
論
的
視

点
か
ら
の
探
求
─
」〔
前
掲
『
生
成
と
統
合
の
神
学
』
所
収
〕
参
照
）。
近
藤
啓
吾

「
山
崎
闇
斎
に
於
け
る
『
中
臣
祓
』」（
前
掲
『
続
々
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
所
収
）

で
は
、
闇
斎
が
「
祓
申
清
申
」
と
唱
え
る
伊
勢
の
「
中
臣
祓
」
を
採
用
し
た
上
で
、

祓
い
去
っ
た
「
罪
咎
」
の
「
再
犯
」
を
常
に
危
惧
し
て
い
た
事
、
さ
ら
に
は
闇
斎

の
生
涯
を
も
加
味
さ
れ
て「「
祓
」の
実
践
に
生
き
る
求
道
者
の
姿
を
見
る
」（
三
九

頁
）
と
さ
れ
た
。
垂
加
神
道
に
於
け
る
「
祓
」
の
実
践
と
は
「
中
臣
祓
」
を
唱
え

る
事
で
あ
り
、
跡
部
良
顕
の
『
神
道
葬
祭
家
礼
』（『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
國
學
院

大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
平
成
七
年
所
収
、
二
五
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
闇
斎
は
易

簀
に
際
し
て「
門
人
、中
臣
祓
を
小
声
に
唱
ふ
。先
生
も
口
の
中
に
て
唱
玉
ひ
」た
。

こ
の
事
か
ら
も
闇
斎
が
「
中
臣
祓
」
を
重
ん
じ
、
平
素
よ
り
唱
え
て
い
た
事
は
充

分
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
後
に
整
備
さ
れ
た
橘
家
神
道
の
秘
伝
「
三
科
祓
」
も

ま
た
「
常
ニ
唱
フ
橘
家
ノ
祓
也
」（『
橘
家
神
道
口
伝
抄
』〔
松
本
丘
編
『
神
道
資

料
叢
刊　

十
八　

橘
家
神
道
未
公
刊
資
料
集
一
』
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
神
道
研
究
所
、令
和
四
年
所
収
〕四
〇
頁
）と
あ
っ
て
、唱
え
る
事
が「
祓
」

の
実
践
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。

（
29
）	

拙
稿
「
辛
苦
考
─
闇
斎
・
絅
斎
・
強
斎
に
於
け
る
「
祓
」
の
神
学
と
そ
の
展
開
─
」

（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』一
七
、令
和
五
年
）参
照
。

（
30
）	
以
上
『
性
論
明
備
録
』
参
照
。
同
書
は
國
學
院
大
學
西
岡
和
彦
先
生
研
究
室
所
蔵

本
を
お
借
り
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
31
）	
こ
の
点
に
つ
い
て
も
既
に
前
掲
西
岡
「
中
臣
祓
（
下
）」
は
、
闇
斎
が
「
天
津
祝

詞
太
諄
辞
」
と
「
落
瀧
津
速
川
瀬
」
を
同
一
視
し
て
い
た
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
三
一
頁
参
照
）。
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（
32
）	『
日
本
書
紀
』
の
本
文
は
垂
加
神
道
の
神
学
を
正
確
に
把
握
す
る
為
、
山
崎
嘉
改

正
版
『
神
代
巻
』（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
33
）	
以
上
、
垂
加
神
道
に
於
け
る
三
女
神
の
神
学
は
西
岡
和
彦
「
神
勅
と
祭
祀
─
垂
加

神
道
の
神
学
か
ら
─
」（『
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
七
、
令
和
四
年
）、

前
掲
同
「
神
籬
磐
境
考
」
等
を
参
照
。

（
34
）	

前
掲
拙
稿
「
辛
苦
考
」
参
照
。

（
35
）	

前
掲
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
三
五
七
頁
。

（
36
）	

正
親
町
公
通
が「
我
国
ノ

王
統
ヲ

説
ハ

日
神
ヲ

始
ト
ス
ベ
シ

」（
出
雲
路
信
直
撰『
神
道
或
問
』

〔
松
本
丘
編
『
神
道
資
料
叢
刊　

十
三　

垂
加
神
道
未
公
刊
資
料
集
二
』
皇
學
館

大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
、
平
成
二
十
八
年
所
収
〕
七
頁
）
と

説
く
よ
う
に
、
垂
加
神
道
に
於
い
て
天
照
大
神
は
初
代
天
子
と
さ
れ
、
神
武
天
皇

は
第
六
代
の
天
子
と
さ
れ
る
（
前
掲
西
岡
「
神
武
創
業
の
精
神
と
垂
加
神
道
」

四
〇
頁
参
照
）。一
方
、素
戔
嗚
尊
は「
天
子
ハ
天
上
ノ
コ
ト
ヲ
シ
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
ゾ
。

今
ノ
ナ
リ
ガ
ソ
ノ
様
ノ
ナ
リ
ゾ
。
今
ノ
武
家
ハ
素
戔
嗚
尊
ノ
ナ
リ
ゾ
」（
前
掲
『
神

代
記
垂
加
翁
講
義
』
三
四
〇
頁
）
と
あ
る
如
く
、
天
子
を
御
支
え
す
る
武
臣
と
さ

れ
た
。

（
37
）	

前
掲
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
三
六
七
頁
。

（
38
）	

た
だ
し
、
天
照
大
神
は
「
生
知
安
行
」（『
垂
加
社
語
』）
の
神
で
あ
る
事
か
ら
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
の
境
地
で
あ
ら
れ
、
常
に
「
心
神
」

を
発
揮
せ
ら
れ
る
。
故
に
自
然
と
「
神
皇
一
体
」
と
な
っ
て
皇
統
を
守
護
せ
ん
と

す
る
思
い
も
発
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
対
し
て
素
戔
嗚
尊
と
大
己
貴
神
は
「
困
知

勉
行
」
の
神
で
あ
る
事
か
ら
、「
辛
苦
」
を
乗
り
越
え
た
上
で
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」

の
境
地
に
至
ら
れ
「
心
神
」
を
発
揮
さ
れ
た
。
か
く
て
二
柱
の
神
は
「
君
臣
合
体
」

し
て
皇
統
を
守
護
せ
ん
と
す
る
思
い
を
発
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
垂
加
神
道
が
素

戔
嗚
尊
と
大
己
貴
神
を
「
困
知
勉
行
」
の
神
と
配
す
る
神
学
に
つ
い
て
は
久
保
隆

司
「
井
筒
俊
彦
の
啓
示
類
型
論
か
ら
見
る
「
心
神
と
の
対
話
」
構
造
と
そ
の
解
釈

─『
日
本
書
紀
』か
ら
山
崎
闇
斎
の
神
学
に
至
る
比
較
思
想
的
探
求
─
」（
前
掲『
生

成
と
統
合
の
神
学
』
所
収
）、
ま
た
前
掲
拙
稿
「
辛
苦
考
」
参
照
。

（
39
）	

な
お
、
松
岡
雄
淵
『
中
臣
祓
金
解
』（
國
學
院
大
學
図
書
館
河
野
省
三
記
念
文
庫

所
蔵
）
の
「
天
津
祝
詞
乃

太
祝
詞
乃

事
於
宣
礼

如
此
宣
羅
波

」
項
で
は
以
下
の
如
く
講

じ
て
い
る
。

誠
ガ
ア
ラ
バ
祈
リ
タ
ル
ガ
ヨ
キ
ナ
リ
、
一
事
ノ
誠
ガ
凝
レ
バ
ナ
ル
コ
ト
ア
リ

…
白
銅
鏡
ノ
中
ヨ
リ
人
ノ
出
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
伊
弉
諾
尊
ノ

左
ノ
御
手
ニ
御
持
ナ
サ
レ
テ
吾
挹
万
世
ノ
多
タ
メ
ニ
金
全
ノ
御
子
ヲ
御
出
生

ナ
サ
レ
タ
シ
ト
思
召
、
天
日
ニ
御
祈
リ
ナ
サ
レ
タ
レ
バ
天
照
太
神
御
出
生
ナ

サ
レ
タ
イ
ト
御
祈
リ
ナ
サ
レ
タ
レ
バ
、月
読
尊
素
尊
ガ
御
出
生
ナ
サ
レ
タ
リ
、

是
此
皇
皆
至
誠
ノ
致
所
ナ
リ
、サ
レ
ト
モ
至
誠
ガ
凝
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ス
ニ
ア
ラ
ズ
、

「
誠
」（「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」）
が
凝
結
す
る
事
で
祈
り
は
成
就
す
る
。
伊
弉
諾
尊

は
「
金
全
ノ
御
子
」
を
御
生
み
に
な
ろ
う
と
思
い
日
神
を
、
日
神
を
よ
く
補
佐
す

る
神
と
し
て
月
神
と
素
尊
を
御
生
み
に
な
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
「
至
誠
ノ
致
所
」

で
あ
る
が
、
そ
の
「
致
所
」
と
は
「
至
誠
ガ
凝
ル
」
ほ
ど
で
な
く
て
は
、
か
く
の

如
き
神
々
の
化
生
な
ど
起
き
る
わ
け
も
な
い
。
雄
淵
は
「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」
を

説
く
に
際
し
、
伊
弉
諾
尊
の
凝
結
し
た
「
誠
」
の
発
露
（「
已
言
」）
を
三
貴
神
の

化
成
か
ら
例
示
し
た
の
で
あ
る
。

（
40
）	

前
掲
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
三
六
〇
〜
三
六
一
頁
。


